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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教えを
活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌を通
じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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天地自然のおかげさま
庭野日鑛

立正佼成会会長



会長法話
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現在、どのような仕事をされているのですか？

職場で教えを生かし実践していることがあれば教えてく
ださい。

立正佼成会には、いつごろ、どのようなきっかけで入会さ
れたのですか？

その後、修行・精進を重ねられ、２０２３年にご本尊を授
与されたのですね。

スリランカ教会     ラトナヤケ・スダッタ

責任感と思いやりが調和した職場づくりをめざして

Interview 
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法華経の中で心に留めている経文はありますか？

佼成会に入会して、いちばん良かったと思うことを教えて
ください。

最後に今願っていることや今後の修行目標を教えてくだ
さい。

Interview 
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まんが立正佼成会入門
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平和のための取り組み

世界宗教者平和会議

世界にはいろいろな宗教があります。どの宗教も

世界の平和を願っています。世界の宗教者が手を取

り合い、世界平和について話し合い、行動を起こし

ていくために、開祖さまが世界の宗教指導者と協力

して創設したのが「世界宗教者平和会議」です。

1970 年（昭和 45年）、京都で第 1回の大会が行

なわれて以来、ほぼ四年ごとに世界各地で開かれて

います。「開祖生誕 100 年」を迎えた 2006 年（平

成 18年）には、第 8回の大会が京都で開催されま

した。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
世界宗教者平和会議の第 1回は「非武装」「開発」
「人権」という世界的な課題について宗教者の使
命を語り合った。以後、「環境」「教育」「ジェン
ダー」などの問題にも取り組んできた。



まんが 立正佼成会入門
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一食を捧げる運動

世界には、飢えで亡くなる人や、栄養状態が悪く

病気で苦しんでいる人たちがたくさんいます。その

苦しみを理解し、飢えや病気がなくなるように祈り

ながら、みんなで幸せに生きられるために支援しよ

うとはじめられたのが「一食を捧げる運動」です。

立正佼成会の会員は毎月 1日と 15 日、食事など

をぬいて、そのお金を国内外の支援活動に役立てる

よう、献金をしています。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
この運動のおおもとは江戸時代にさかのぼる。

天保年間の大飢饉が起こった時、禊
みそぎきょう

教の教祖、

井上正
まさ

鐡
かね

師が自分の一食分を飢えた人びとにさ

さげようと言い、救済に乗り出したのが始まり

とされる。
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仏性の呼応するサンガに

こう見てきますと、信仰の世界というのは、「仏と人」「人と人」との相互の呼応に

よって成り立っていることが、ハッキリわかってきます。いや、信仰の世界にかぎる

ものではありません。この宇宙全体が、万物万象の相互の呼応、もちつもたれつによっ

て成立しているのであって、人間世界のすべても同じなのです。

では、人間相互の呼応の働きを、高く美しく完成させるものは何でしょうか。いう

までもなく、愛情にほかなりません。「慈悲」にほかなりません。愛情が愛情を呼び、

慈悲が慈悲を育てるのです。

このあいだ、心あたたまる話を「中外日報」の社説に見つけました。それは朝日新

聞の「ひととき」欄の投書によるものでしたが、福島市に住む一人のシスター ( カトリッ

クの修道女 ) が上京して、福島に帰ろうとした駅で、粗末な身なりの男にお金をせびら

れた、という話です。

シスターたちは、昔の比丘や比丘尼と同じように、金銭の私有を許されておらず、

世界を大きなサンガとしよう
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修道院の用事で外出するときも、必要最小限の費用しかもたされていません。それで

彼女は当惑しながら、小さな財布を出して計算し、「帰りの汽車賃を引くと、あなたに

あげられるのはこれだけです」と、残りの小銭を全部、その男に渡しました。

すると、男はそれを見てびっくりし、「これじゃ、弁当も買えないでしょう。おれの

ほうがあんたよりもっているからやるよ」といって千円札を出した。もちろんシス夕

―は断りましたが、最後には「ありがとう」といって受けとらざるを得ません。まわ

りでことのてんまつを見ていた人たちのあいだから、あたたかい拍手が湧き起こった、

というのです。

そして、その投書をした人は結びに、

「その男も、人に施しをした喜びを反すうしつつ、このことが新しく " 与える人生 "

への出発点になったかもしれぬ」と、記していたというのです。

私はこれを読んで、「ああ。すべての人間に仏性があるという仏さまの教えは、ほん

とうなんだ！」と、いまさらのように感動しました。

いまの世の中には、あまりにも汚い、いやしい話が多すぎます。マスコミはそうい

う話を多くとりあげる傾向があるので、あちこちにあるはずの、こういう美しい話が

耳に入りにくいのでしょう。そのために、「愛情が愛情を呼ぶ」相互呼応の働きが育ち

にくいのだと思います。

私たち信仰者は、世相のみにくい部分に目をつぶってはいけませんが、むしろ積極

的に目を向けるべきは、やはり「仏性」が一瞬パッと輝く部分でありましょう。その

事実をお互いが語り合い、感動し合うことによって、その相互呼応によって、お互い

の人間性が一段と高まっていくのです。

立正佼成会は、こうした働きをめざすサンガなのです。まず、このサンガをりっぱ

に完成させましょう。そして、その働きを無限に広げ、人類社会を大きなサンガとす

る夢と理想をもちましょう。仏道の完成はそこにあるのですから。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.69-71
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みなさま、こんにちは。3月に入り、しだいに陽気も和らいできま
した。今月は教団創立 87周年記念式典が行なわれ、また会長先生の
米寿をお祝いする特別プログラム（年間 8回）も始まるなど、楽し
いことの多いひと月になりそうです。
さて、今月のご法話のテーマは「天地自然のおかげさま」です。

私はその深い意味をかみしめながら、何度も繰り返し拝読し、「本当
に困らないと深く反省しない悪い癖」を乗り越えて内省することで、
仏さまの智慧を自分のものにできるよう精進していこうとお誓いし
ました。「生かされて生きる」、「おかげさまを感じて謙虚と感謝のこ
ころで生きる」ことの意義を、春を迎え自然のいのちが動き出す季
節にかみしめることができました。
そしてまた、会長先生がしばしば引用される二宮尊徳翁の歌「音

こえ

もなく香
か

もなく常に天
あめ

地
つち

は書かざる経を繰り返しつつ」を思い出し
ました。春の芽吹きをはじめ、天地自然の移ろいを経文として五感
に受けながら、自分の生き方が真実の道理に沿っているかどうか自
問自答し、今月も精進してまいりたいと思います。よろしくお願い
いたします。

1月 18日、韓国教会釜山支部を訪問し、寒中読誦修行中のご供養に参加する赤川部長



「一食を捧げる運動」の日本語ウェブサイト。精神、概要、
支援している団体からの情報、現地の声、ボランティア活
動の様子など、さまざまな情報を掲載しております。

立正佼成会の「一食を捧げる運動」は
今年で50周年を迎えます。本年は隔月
で、この運動についてご紹介します。

１．実践のスタイル 〈いつでも、どこでも、誰にでも、
いつまでも＋どのようなやり方でも〉

２．実践のステップ

STEP１　「私らしい一食実践」を決める

例

■ 食事やおやつを抜いてみる

■ 食事以外でもライフスタイルに合わせ、分かち合
う物をチョイス！

■ 実践日の設定も私らしく



祈りのことば

世界が平和になりますように

人のことを思いやる人がふえますように

まず私からやさしくなります （黙とう）

STEP2　自分で決めたものを捧げる

STEP3　世界の人々の幸せを祈る

STEP4　献金する

一食平和基金振込先 
日本国内からの振込：

海外からの振込：

Bank: Mizuho Bank, Nakano Branch

Account Type: Saving Account（USD）
Account Number: 9115262

Name of the Account Holder: RISSHO 

KOSEI-KAI ICHIJIKI HEIWAKIKIN

3. 「こころがよろこぶ一食」をテーマに　

～今、一食を捧げる運動が大切にしていること～



We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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